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被　服　155

痩 身 機 能を 付 記し た サウ ナウ ヱア の 着 衣 効 果 に つ い て の 実験 的 検 討( 第 丿報 ）

大 阪 教 育大　 奥m 朝 子　 ○ 今 村 律 子　 石 井 素 子　 三 宅 千 鶴

【 目 的 】　 既 報卜it お い て、 痩 身 機能 を 付 記し た 衣 料 品 の 表 示 及び 広 告 の 実 態、 並 び に そ

れら 衣 料 品 に対 す る 消 費 者 の 態 度 を 明 ら か にし た。 本 報 でii 、 サウ ナ ス ーツ（ 以 下S   ） を

取 り 上 げ。 果 し て Ｓ が 表 示 及 び 広 告 通 り の痩 身 機 能 を 有し て い る か ど う か を、 着 用 実 験 に

よ っ て 検 討 し た。

【 方 法 】　 被 験 者 は 健 康 な 女 子 学 生9  名 で、 供 試 服 は,      S （ ビ ニ ル100 ％ ）、綿（C    .綿100 ％ ）

及び ポ リ エ ステ ル（P    , PET 100 ％ ）の ニ ッ ト 上 下 であ る。 着 衣 形 態 は、 Ｓ の 下 に 衣 服 を 着 る

よう 指 示 さ れ て い る た め、s 着 用 時：s  +c 及 びS  ＋P.      S 非 着 用 時：C   及 びp 、 の ４ 条 件 を

設 定 し1 人 １ 日 １ 回、 日 を 変 え て 着 衣 形 態 の 異 な る４ 実 験 を 行っ た。 実 験 コ ー ス は 、5分

安 静 ＋10 分 運 動 ＋20 分 回 復 の 計35 分 間 と し、 気 温24 で の 実 験 室 内 で 行 っ た。 実 験 前 後 の 体

重 及 び 衣 服 重 量 の 測 定 から、 総 発 汗 量、 有効 及び 無 効 発 汗 量 を 求 め た。 そ の 他 の 測 定 項目

は 皮 膚 温、 舌 下 温、 衣 服内 温 湿 度、 主 観 的 温 冷 感、 湿 潤 感、 快 適 感 な ど で あ る。 さ ら に 発

汗 サ ー マ ル マ ネ キン を 用 い。 上 記 着 衣 形 態 の 衣 服気 候 を 測 定 し た。

【 結 果 】　 ①s 着 用 時 と 非 着 用 時 の 総 発 汗 量 に は、 有 意 差 が な か っ た。 非 着 用時 の 有 効 発

汗 量 は Ｓ 着 用 時 より 有 意 に多 く、 無 効 発 汗 量 は 逆 に 非 着 用 時 が 有 意 に 少な か っ た。 ② 非 着

用 時 の 皮 膚 温 は Ｓ 着 用時 よ り 有 意 に 低 か っ た。 ③s 着 用 時 の 衣 服 内%  温 ・ 気 湿は と も に、

非 着 用 時 に 比 べて 有 意 に 高 く。 発 汗 サー マ ル マ ネ キン の 挙 動 に よ っ て も 支 持 さ れ た。 ④s

着 用 時 に 湿 り 感 及び 不 快 感 を 訴 え た者 の 率は、 非 着 用 時 に 比 べ て 有 意 に 高 か っ た。 な お、

s + c とS  +P の 発 汗 量 に は 有 意 差 が な か っ た。　1)田村他；
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着 用が 温 熱 生 理 反 応 に与 え る 効 巣

本 雅 代　 登 倉 尋 実I

pp.123･125(1990)

目　　的

暑 熟 環 境 に お け る 太陽 放 射熟 を 防 ぐ ため の 着 帽 効 果 に つ い て い く つ か の 報 告 が あ る。 し

か し， 帽 子 が 身 体 全 体へ の ≫ 熱 負 荷 を 減 少さ せ て い る か ど う か を 温熱 生 理 の 立 場 か ら 詳 細

に 検 討し た 報 告 は な い。 そ こで.       着 帽 の 有 無 が 温 熱 生 理 に ど の よう な 異な。tz反 応 を 起 こ す

か を明 ら か に す る ため に 実 験を 行 っ た。

方　　法

環 境 温2    8   ℃， 相 対 湿 度6    0 ％ に 予 め 設 定 し た 人 工 気 候 室 に 入 室し 椅 座 安 静 を 保 っ た被

験 者 の 脳 温 と 直 腸 温が 安 定 に 達 し， 且 つ そ の レ ベ ル が 対 照 実 験（ 無 帽 時 ）の 値 と0    . 2   "C

以 内 に あ る こ と を 確 認し た の ち， 着 帽 する 場 合 と 無 帽 の ま まで い る 場 合 の ２ 条 件 に つ い て

4   0   0   Wの 人 工 放 射ラ ンプ を ２ 個 被 験 者 の後 ろ 上 方（･約5  0  c ■） よ り 照 射 す･る と同 時 に 環

境 温 を 約1    5 分 で3    5   "Cに 上 昇 さ せ1    5 分 の 運 動 を 含 む6    0 分 間 の 温 熟 生 理 反 応 並び に

被 服 内 気 候を 測定 し た。

桔　 果

脳 温 の 指 標と し て 用い た鼓 膜 温 の レ ペ･ﾚ と 上 昇 度 は 着 帽 時 に は 無 帽 時 に 比 し て 有 意 に 低

く な り， 環 境 温を2    8   °Cよ り3 5    °Cへ 上 昇 開 始 後 発汗 が 始 ま る まで の 時 間 も 着帽 時 に 有 意

に 長 く な っ た。 こ れ ら の 事 実に つ い て 岨 熟 生 理 学 の 立 場 から 考 察 を 加 え る。

な お， 本 研 究は19    8   9 年 度 科 学 研 究 費 補 助金（ 一般 研 究C  ) に よ っ た。


